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何を研究できるの？

え?! NIMSで学生生活？

どういう生活
を送ってるんだろう…。

?

?
?

そもそも
どんな仕組みなの？

Yeah!

できるの？

Yeah!

A.「NIMS学び方ガイド」…P.4

A.「学生生活に潜入！」…P.6

A.「学べる！ 7つの分野」…P.10

卒業後って
どんな感じ？

A.「卒業生座談会」…P.14

「『社会人大学院生』という選択」 ……P.12

「データでみる! 大学院プログラム」…P.13
COLUMN

NIMS大学院プログラム
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DAY 1

DAY 2

DAY 3

DAY 4

DAY 5

DAY 6

DAY 7

DAY 8

DAY 9

DAY 10

DAY 11

DAY 12

DAY 13

DAY 14

DAY 8~10
共同研究 @ 京都大学
合成した分子サンプルを持って、 京都大学
の 研 究 室 へ。 長 谷 川 健 教 授 が 生 み だ し た
「MAIRS分光法」 を用い、 分子構造のより詳し
い分析を進めた。 ちなみに現在、 NIMS内や他
の研究機関と3件の共同研究中。

DAY 1
九大オリエンテーション
年に１度、 NIMS–九大連係の新入生向けにNIMS
内でオリエンテーションが実施される。 カリキュラ
ムや単位取得の仕組みなどの説明があるほか、 教
員と学生が一堂に会する懇親会は、 志を同じくす
る仲間と交流を深める絶好のチャンス。

DAY 3
NIMSの共用装置で実験
実験では研究室自前の装置のほか、 共用装置
を使うことも。 多様かつ高度な装置が近くの建
物内にそろっていて重宝。 この日使用したのは、
「NIMS分子 ・ 物質合成プラットフォーム」 の 「共
焦点レーザー顕微鏡」。

「佐々木くんの発見*にはグループ一同驚きまし
た。 どんな博士論文に仕上がるのか、 とても楽し
みにしています！」 *右ページ下囲み参照

杉安和憲准教授
Kazunori Sugiyasu

※各日の主立った予定を記載。その
ほかの時間帯はNIMSで実験、論文
執筆、文献調査などをこなす。

DAY 12
NIMS–九大連係生で食事
休日、 オリエンテー
ションで知り合った
学生たちと夕食へ。
研究や日常のことを
気楽に話せる楽しい
ひととき。

DAY 14
グループミーティング
杉安研究室 （NIMS-九大連係） が所属するNIMS
「分子機能化学グループ」には、 竹内研究室（NIMS–
筑大連係） のほか複数の研究者が所属。 月に１度、
全員で行うミーティングでは、 大勢の専門家からアド
バイスを受けることができる。

オリジナルの
超分子ポリマーで受賞！

　佐々木さんがつくり出した超分子ポリマー 「アルキ
メデス ・ スパイラル」。 2本のナノファイバーが連なった
渦巻き状のポリマーで、 その形状の新しさから、 電気化
学的または光学的な面で新物性が期待されている。
その独創性と技術力が評価され、 2019年6月にイタ
リアで行われた国際学会*でポスター賞を受賞した。
*14th International Symposium on Macrocyclic 
and Supramolecular Chemistry

実験を進める佐々木さん（左手前）。 竹内研究室（NIMS-筑大連係）の学生も集まり国際色豊か。

「NIMS 連係大学院制度」　P.4

佐々木紀彦 
NIMS–九大連係大学院
杉安研究室　
博士課程3年　

実松春樹
Haruki Sanematsu

竹内研究室（NIMS-筑大連係） 
修士課程２年

 「筑波大学に限り設置された『修
士課程』は、 博士課程まで含めれ
ば5年間専門家の中で学べる上、
修士１年から給与*を受け研究に
打ちこめるので、 研究者への最短
ルートを模索していた私にとって
この上ない選択肢でした。１年次
はNIMSで研究を進めつつ、 学期
ごとに大学で 『集中講義』 を受け
単位を取得。 2年の今は博士課
程への進学も決まり、 実験に没頭
する毎日です」
※「NIMSジュニア研究員制度」による支援
（P.5）。

Message
from Sasaki

Norihiko Sasaki

学生生活に潜入！
研究機関で送る学生生活ってイメージしづらい……。

そんな疑問に答えるべく、大学院生の2週間に密着しました。

　私が 「NIMS連係大学院」 に興味を持っ
たのは、 他大学の修士課程に在学中のこ
と。 共用装置を利用するためNIMSを訪
れたとき、 偶然パンフレットを目にしたのが
きっかけです。 ちょうど博士課程の進学先
を検討していた時期で、 特に心惹かれた
のが 「超分子ポリマー」 を扱う杉安研究室
でした。
　超分子ポリマーとは分子が弱い相互作
用により集まり連なったポリマーのことで、
構築 ・ 分解の可逆性が特徴です。 杉安研
究室では、 そうした特徴を生かしてユニー
クな機能を次々設計していることを知りま
した。 それまで私は医薬や農薬をターゲッ
トに、 グルコースやグルコサミンなどの単糖
が連なった 「糖鎖」 の有機合成について研
究していたのですが、 よりデザインの自由
度が高い超分子ポリマーに魅せられて受
験を決意しました。
　しかし博士課程で研究内容を変えたた
めに、 苦労もありました。 入試で研究計画
の立案が求められるのですが、 そもそも超
分子を扱った経験がなかったからです。 で
も、 それ以上に 「学びたい道に進むチャン
スだ」 という思いを強く抱いていました。 理

想をいえば、 大学受験の時点でこれだとい
う道が定まっていればベストですが、 学ぶ
うち興味は広がっていくものです。 舵を切
るには博士課程への進学時がチャンスで、
しかもNIMSは絶好の場所だと思いました。
それは装置利用や杉安先生とのやりとりを
通じて、 研究環境の充実ぶりを実感してい
たからです。
　NIMSには高度な共用装置がそろってい
て、 『次はこういう方法を試したい』と思えば
それらを駆使してすぐに挑戦できます。 ス
タートの遅れというハンデの中、 機動力は

強みになります。 それに大学と比べて教員
ひとりあたりの学生数が少ないので、すぐ相
談できることも助けになっています。
　入学から約2年半、 将来への意識も変
化してきました。 以前は企業への就職を考
えていましたが、 第一線の研究者に囲まれ
て研究するうち、 より深く今のテーマを追
究していきたい、 研究者の道に進みたい、
と考えるようになりました。 この刺激的な
環境で得られた知的好奇心を大切に、 自
分の専門性を磨いていきたいと思います。

オリエンテーション

実験など

共用装置で実験

実験など

休日 （研究室 BBQ）

休日

サンプル準備 & 移動

共同研究 @ 京都大学

　　　   〃

　　　   〃    

機器導入打合せ

休日 （連係生と食事会）

休日

グループミーティング
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DAY 1

DAY 2

DAY 3

DAY 4

DAY 5

DAY 6

DAY 7

DAY 8

DAY 9

DAY 10

DAY 11

DAY 12

DAY 13

DAY 14

Cem Eren Özbilgin

※各日の主立った予定を記載。その
ほかの時間帯はNIMSで論文執筆、
文献調査などをこなす。

実験

（NIMS 日本語教室）

実験

（NIMS 日本語教室）　　　   

実験

休日

休日

共同研究 ＠大阪大学

　　　   〃

セミナー発表準備     

セミナー ＠静岡

　　　   〃

休日

休日

夫婦でNIMSライフ

実は、 妻のイレムさんも NIMSで学ぶ学生の
一人。 白幡研究室（NIMS-北大連係）で、 半導
体量子ドットを利用したバイオイメージングを
研究中だ。 夫婦ともにトルコの大学で修士号取
得後、 来日。 慣れない日本での生活も、 周囲の
サポートを受けながら楽しんでいるという。

DAY 2, 4
NIMS内の日本語教室へ
外国人学生や研究者のために、週に２回、 NIMS
内で日本語教室が開かれる。 研究は英語が基
本なので不自由ないが、日本語の日常会話を習
得すべく勉強中。

DAY 1~5
実験 （右ページ写真）

次世代蓄電池用の固体電解質開発に挑戦中。
強磁場を発生させる装置を使ってセラミックス
結晶の方位をそろえることで、 高性能で安全な
電解質をつくろうと試みている。 研究室にイン
ターン生がくれば、実験の手ほどきをすることも。

DAY 11
セミナー発表＠静岡
この日は静岡 ・ 三島で、同じ分野の研究者が集ま
るセミナー。 鈴木研究室を代表して、 最新の研究
成果を発表した。

ONE DAY
研究室 BBQ
鈴木研究室が所属するNIMS 「セラミックス
プロセッシンググループ」 や他のグループと
一緒にBBQ。 にぎやかな時間を過ごした。

EVERY DAY
ランチタイム
日々の昼食は、 NIMSの食堂で。 他の研究室の学
生を交え和気あいあいテーブルを囲む。

「熟慮し工夫を凝らして研究を進め、 他の学生の面
倒見も良いオズビルギンさんは頼もしい存在です」

Message
from Özbilgin

　私は2017年、 インターンシップで初めて
NIMSを訪れました。 当時トルコの大学に在
学中で 「次世代蓄電池用の固体電解質」
を研究テーマとしており、 よりイオンが流れ
やすい方向に結晶の方位をそろえる方法
を模索していました。 その中で、 NIMSは世
界に数か所しかない、 強磁場を使った最先
端の研究を行っている機関だと知ったので
す。 もともと日本の文化やライフスタイル
に興味を抱いていたこともあり、 NIMSでイ
ンターンをすることに決めました。
　インターン中、 この分野において世界最
高レベルの研究をしている鈴木先生に指
導を受けました。 鈴木先生はどんなに忙し
くても、 実験の相談や論文のチェックなど
快く対応してくださる気さくな方です。 研究
室は多国籍かつアットホームな雰囲気で、
充実した3か月を過ごしました。 インターン
を終えた後も、 このままNIMSで研究を続け
たいと思い、 「NIMS連係大学院制度」を利
用して再び来日。 刺激的な環境で研究が
できることを、とてもうれしく思っています。
　実際、 NIMSは世界的にも非常に素晴ら
しい機関だと思います。 私たちの研究室に
は合成や試料作製、 評価など一連の実験

がスムーズにできる装置が整っているうえ、
必要であれば他の研究室の装置も使うこ
とができます。 また、 装置を熟知したプロが
いること、 もし問題が発生してもメンテナン
スが早いことも魅力です。 かつて装置の不
具合によって実験が思うように進まないと
いう事態も経験してきましたが、 NIMSでは
遅くとも1週間程度で復旧するので、世界に
後れを取ることなく研究を進められます。
　そして、 私が研究に専念できるのも日
本での生活を楽しんでいるからでしょう。
NIMSには食堂、 カフェ、 スポーツ施設など
が充実しており、 NIMSのあるつくば市は

ショッピングセンターや雰囲気の良い公
園、 大規模な医療施設など快適な生活に
必要なものはすべてそろっています。 東京
へのアクセスも便利です。 休日は妻と二
人、 観光地を訪れたり自然に触れたり、 日
本を満喫しています。
　現在、 イオンが伝導しやすいセラミック
スを使った固体電解質の開発に取り組ん
でいます。 恵まれた環境を生かして、 大容
量かつ安全な次世代蓄電池をぜひ実現さ
せたいです！

DAY 10
セミナー発表準備
共同研究先から
N I M Sに 戻 っ て
す ぐ、 翌 日 の セ
ミ ナ ー 発 表 に 向
け て 準 備。 慌 た
だしくも充実した
一週間。

学生生活に潜入！

「NIMS インターンシップ制度」 P.4

「NIMS 連係大学院制度」 P.4

鈴木 達 教授
Tohru Suzuki

休日には地元のお祭り「まつりつくば」へ。
浴衣を着て、日本文化を堪能。

ジェム・エレン・
オズビルギン 
NIMS–早大連係大学院
鈴木研究室　
博士課程1年　

試料をセットするオズビルギンさん（左から2番目）。



基礎化学
電池や触媒など多くのエネルギー変換デバイスのカギ
となる反応は、 物質と物質の境目 （表面 ・ 界面） で
起こります。 つまり表面 ・ 界面で起こる物理化学現象を
解明できれば、 エネルギー変換効率の高い最適な構
造の材料をつくり出すことができるのです。 「基礎化学」
分野では、 表面 ・ 界面の変化をリアルタイムに観察で
きる高度な計測手法の開発と、 それらを駆使した次世
代エネルギー材料開発について学びます。
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7つの 分野
材料の世界を広く深く追究する NIMS なら、 探求　心を揺さぶる研究室がきっと見つかるはず。

有機材料
炭素や水素を中心とした分子から成る 「有機材料」 は、
分子のネットワークや高次構造によって幅広い機能を実現
しています。 特定の分子を認識する機能や、 光や電子に応
答する機能はその一例です。 この分野では、超分子、液体、
非晶質材料などの分子設計やその合成手法、 さらにフィル
ターやにおいセンサ、 医薬関連材料などの応用研究によっ
て、 有機材料が持つ豊かな可能性を探究します。

長尾研究室 （NIMS– 北大連係）

オルヤン ・ セレ ・ ハンデガード （博士課程 2 年 ・ 左）
ノ ・ ハイ ・ ダン （博士課程 2 年 ・ 右）

「私たちは分子線エピタキシー装置などの高真空システムを使い、 導電性のセラミックス材
料でナノ構造をつくり、 赤外線を選択的に検出 ・ 発生できるセンサやヒーターへと応用しよ
うと研究を進めています。 最近、 ねらった構造の薄膜をつくるため真空度を高めようと皆で
装置に改良を重ね、 10- 8 Pa という超高真空を実現しました」 （ハンデガード）
 「研究室は協力体制が強固で、 新材料やデバイスを世に送り出そうという活気に溢れてい
ます。 長尾先生は学生に刺激的なテーマを与え、 大学 ・ 企業との共同研究や国際会議に
積極的に参加させてくれます。 研究者として大きく成長できる環境だと感じています」 （ノ）

金属材料
「金属材料」 は、 高い加工性と熱や衝撃への強さから構造材料として、
また結晶内の電子に由来する磁性や超伝導といった特性から各種デバイ
スの要として活躍しています。 この分野では、 構造材料を高性能化する
金属組織の設計や加工 ・ 改質プロセスの創出、 超伝導材料や高機能磁
性材料の探索、 電子スピンの制御による次世代情報デバイスの開発など、
金属材料の潜在力を最大限引きだす最先端の手法について学びます。

半導体材料
絶縁体と導体の中間的な性質を持つ 「半
導体材料」。 電気の流れを制御しやすいこ
とから電子デバイスに利用されています。
半導体の性質は 「バンド構造」 と呼ばれる電子状態から生じるもので、
半導体のナノスケール構造に密接に関係しています。 そこでこの分野で
は、 ナノワイヤーや量子ドットなどの微細構造によって電子状態を操る
新原理の材料開発や、 シリコンに変わる材料探索に挑戦します。

生体材料
けがや病気で失われた身体の機能の代替や、 治癒を促進
させる役目を果たす 「生体材料」。 人工関節、 歯科インプ
ラント、 ステントなどがすでに実用化されています。 さらに
近年では、 大きく損なわれた組織を根本から治療する再生
医療への期待が高まっており、 組織再生の土台となる 「足
場材料」 の研究も盛んです。 この分野では、 生体に直接
触れるこれら材料が生体に及ぼす影響を調べ、 高次な機

能と生体親和性を両立する画
期的な材料開発に挑みます。

学べる！

セラミックス材料
炭素や金属酸化物などの無機化合物を原料とする 「セラミックス材料」。
光学 ・ 電子材料などに広く利用されていますが、 その機能を飛躍的に
高めるためには結晶組織の精密な制御が不可欠です。 そこでこの分
野では、 結晶構造や粒子ひとつに迫るナノスケール分析から、 マクロ
スケール、 たとえば大型単結晶や高次配向結晶の作製プロセスに至る
まで、 幅広い視野で新材料開発に挑みます。

解明できれば、 エネルギー変換効率の高い最適な構
造の材料をつくり出すことができるのです。 「基礎化学」
分野では、 表面 ・ 界面の変化をリアルタイムに観察で
きる高度な計測手法の開発と、 それらを駆使した次世

基礎物性
熱的、 電気的、 磁気的、 光学的、 機械的など、 物質が持つ固
有の性質の起源を原子 ・ 量子レベルで解き明かし、 未知の物理
法則を見いだすと共に新機軸の材料開発に挑むのが 「基礎物性」
分野です。 理論による物性予測や検証、計算科学によるシミュレー
ション、 精密な構造解析や実験による物理現象の実証などあらゆ
るアプローチによって、 材料開発を確かな学理で裏打ちします。

内田研究室 （NIMS– 筑大連係）　
 スピントロニクス、 熱電変換

石井研究室 （NIMS– 筑大連係）
 ナノフォトニクス、 光学材料

館山研究室 （NIMS– 早大連係）
 計算物質科学、 電気化学

New Lab!

陳研究室 （NIMS– 筑大連係）

ストリスノ ・ リナワティ （博士課程 1 年）

「私たちは生体組織の再生をテーマに、 材料合成技術や微細加工技術を駆使し、
細胞の増殖や分化を促す足場材料の開発に挑戦しています。 その中で私が取り
組んでいるのはがん治療用の材料です。 より高効率ながん治療を目指し、 外部
から磁場や光などの刺激を与えることでがん細胞を死滅させる、 金属 ・ 無機ナノ
粒子を内包した足場材料を設計しようとしています。 実験はうまくいかないこともあ
りますが、 陳先生はいつも私を励まし、 重要な助言を与えてくれます」

NIMS
連係
大学院

*「NIMSインターンシップ制度」 「連携大学院制度」 では
これら以外の研究室でも学生を受け入れています。
詳しくは P.4 の QR コードから。

（2019 年 4 月〜）

各研究室の詳しい情報はこちら→

https://www. nims.go.jp/students/research/

川岸研究室 （NIMS– 早大連係）
 構造材料、熱力学

廣本研究室 （NIMS– 早大連係）
 生体材料、腐食防食

高橋研究室 （NIMS– 早大連係）
 磁性材料、磁気記録

New Lab!

馬研究室（NIMS– 早大連係）
 ナノシート、ナノチューブ

New Lab! （2019 年 4 月〜）

（2019 年 4 月〜）
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日本製鉄株式会社では
どのような仕事をしていますか？――

　鉄の研究、 特に自動車に使われる鉄
鋼材料を開発しています。 環境への配
慮から、 CO2 排出量を下げるために自
動車の燃費を向上させる必要がありま
す。 そのためには車体の軽量化が有効
ですが、 材料の鉄を薄くすると、 当然、
衝突安全性が損なわれます。 そこで、
薄くても強度が高く、 さらには複雑なデ
ザインにも加工できる材料を研究開発
しています。

NIMSで博士号を取得しようと思った
きっかけは？――

　企業における研究は製品開発のため
の応用研究が中心ですが、 応用するに
も基礎基盤となる深い専門知識が欠か
せません。 そのため日本製鉄では、 研
究職の社員が博士号を取得して専門性
を深めることを推奨しています。 入社し
て 6年、 私もそろそろ博士号をと思って
いたところに、 NIMSと鉄鋼 3社とが共
同で基礎研究を行う MOP （Materials 
Open Platform） が始まり、 私は日本
製鉄の担当者としてこれに参加すること
になりました。 MOPのテーマが興味深
い内容だったので、 この機会にしっかり
学んで博士号を取ろうと、 NIMSの連係
大学院制度を利用することにしました。

実は、 修士課程の時に 「NIMS連係大
学院制度」 をすでに利用していて、 現
在の指導教官である大村孝仁先生にも
お世話になっていました。 再び材料強
度研究の大家である大村先生のもとで
研究できることがうれしいです。

社会人大学院生としてどのような生活
を送っているか教えてください――

　博士号の取得が推奨されていると
いっても、 会社では社内業務が最優先
です。 ですが幸いなことに、 業務スケ
ジュールは自分でマネージメントでき
る環境にあるので、 博士課程ならびに
MOP に関する研究に費やす時間を捻
出できるよう工夫しています。 現在は 1、
2カ月に 1 度ほどの数少ないチャンスで
すが、 NIMSを訪問し、 大村先生と実

験結果や論文内容について議論を重ね
ています。
　九州大学の場合、 学位を取得するた
めには博士課程で 3報程度の投稿論文
を書かなくてはなりません。 仕事との両
立は容易ではありませんが、 とても充
実した時間を過ごしています。 特に、 学
業では基礎的なテーマを深堀りできる
ため、 材料研究者としての基盤技術や
専門性を深めることができています。 そ
して、 日ごろ業務優先で疎かになりがち
な論文執筆の訓練にもなり、 今後研究
者として生きていく上で間違いなく自分
の強みになります。 大変ではありますが、
専門性を高めることに前向きな会社の
同僚たちと励まし合いながら両立できて
いる今の環境に感謝しています。
（文 ・ 池田亜希子／サイテック ・ コミュニケーションズ）

「社会人 大学院生」
という選択
仕事のかたわら博士号取得を目指す「社会人大学院生」がいます。
その日常、そして魅力とは――？  
NIMSとの共同研究に携わりながら連係大学院で学ぶ、
中野克哉氏に話を聞きました。

中野克哉
Katsuya Nakano 

NIMS-九大連係大学院 大村研究室 博士課程2年／
日本製鉄株式会社 鉄鋼研究所

COLUMN D A T A

NIMSで指導教官の大村孝仁教授とディスカッション。

入り口さまざま。 各制度利用者数
P.4 「NIMS学び方ガイド」で紹介した制度を活用して、
毎年たくさんの学生・若手研究者がNIMSを訪れ、研究に従事しています。

国際色豊かな「NIMS連係大学院」
「NIMS連係大学院」には、アジア圏を中心に世界各国から学生が集まります。
現在、在校生は130名。 このうち100名が「NIMSジュニア研究員」に採用されています。

*1 NIMS 定年制研究者 4 名、
 定年制エンジニア 2 名を含む
*2 NIMS- 筑大連係の修士課程卒業生

661名
（  ） 内は外国人学生の内訳

2018年度実績

* 「NIMS 連携拠点推進制度」 による受け入れを含む

連係大学院生 125名 （101）
連携大学院生 67名 （34）
インターン生など 469名 * （145）

■ マレーシア
■  トルコ 
■ アメリカ　各 2 名

■ インドネシア
 10 名

■ 韓国
■ 台湾　各 4 名

中国
55 名

日本
27 名

■ エジプト
5 名

「NIMS連係大学院生」の歩む道
2004年の制度開始以降、 世界24か国から集まった学生、 のべ
385名がNIMSを巣立っていきました。 NIMSで身に着けた専門性
を武器に、世界のさまざまな機関で活躍中です。

企業
111 名
（17）

東芝、 NEC、
フィリップスなど

博士課程へ進学*2

65 名

アカデミック、 研究機関
96 名*1 （67） 

東大、 理研、 マックス・プランク鉄鋼研究所など

その他
29 名

利用者は年々
増えているよ！

NIMSのOBは
世界中に
いるんだね

利用者は年々
増えているよ！

データでみる！ 大学院プログラム

■ オーストリア
■ ノルウェー
■ フランス
■ タイ

■ イラン
■ ロシア
■ タンザニア
 各１名

■ ベトナム
■ インド

各 6 名

のべ385名
（  ） 内は海外機関の内訳

2004年から累計

130名
18ヵ国

2019年 4月現在



NIMSでの学びを存分に生かして

三者三様に活躍をつづける卒業生に

学生時代の思い出を聞きました。
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研究者の原点、
NIMSでの日々

卒業生座談会

研究者の原点、
NIMSでの日々

追いつきたいとモチベーションが高まりまし
た。初めて透過型電子顕微鏡を使ってグ
ラフェンの炭素原子を見たときには興奮しま
したね。
水口 私が一番興奮したのは、実は失敗し
たときなんです（笑）。研究を始めてすぐ、
超伝導を示す物質の合成に成功して「こ
れで僕も大発見した人たちの仲間入りだ！」
と思って大興奮しました。ところがそれが
不純物の仕業だったとわかって……。研究
はそんなに甘くないと思い知りました。ただ、
この興奮をまた味わいたくて、計画的に研
究を進めるようになりました。私にとって良
かったのは、NIMSには化学、物性物理、
応用、とすごい研究者がたくさんいたこと。
せっかくの恵まれた環境だから、とコラボの
計画を次々立てて、とにかくいろんなことに
挑戦しました。おかげで卒業までに10本
の論文を書き上げました。
中谷 私の研究室は企業との共同研究が
すごく盛んだったので、自分の研究が企業

で実際にモノをつくっている人に関心を持っ
てもらえるというワクワク感が常にありまし
た。今もそれは変わりません。学生時代は、
もちろん研究ばかりしていたわけではありま
せん。インド人留学生とカレーをつくって食
べたのは楽しかったですし、彼らとの交流
を通してずいぶん英語ができるようになりま
した。地元の登山クラブに参加して、筑
波の山々の自然も満喫しました。

今に生きる貴重な経験の数々

山下 電子顕微鏡は観察用の試料をつくる
のも、データをとるのもノウハウの塊です。
だから、NIMSで学んだことは、今、大い
に生きています。それから、研究を通して培っ
た、新しい計測手法を考案するなど創意工
夫する姿勢を失わないようにしています。
水口 私は今の大学に工学部の助教で採
用されました。これまで物理を専門にして
きた私が工学部の中で自分にできることを

見つけられたのは、NIMSでいろんな人と
関わってきたからだと思っています。物質
や材料についてこれだけ広く深く吸収でき
るのは普通ではあり得ない環境だと思うの
で、ぜひいろんな人に助言をもらいながら、
自分の可能性を広げていってほしいです。
中谷 NIMSでは学生も“1人の研究者”
として扱われるので、研究者としての自覚
が早い時期に生まれます。NIMS連係大
学院に進んだことは自分の進む道を選ぶ
上で間違いなく大きな転機になったので、
ぜひ若い人たちにも続いてほしいと思って
います。
山下 興味を持ったら、ひとまず教員の先
生に連絡をとって相談してみてほしいです
ね。私自身、木本先生と面識があったわ
けでも誰かに紹介してもらったわけでもなく、
いきなりメールでアポを取りました。自分の
可能性を閉ざさないためにも、積極的に動
いてほしいと思います。
（文・池田亜希子／サイテック・コミュニケーションズ）

進学は運命だった？！
NIMSを選んだワケ

中谷 私は今NIMSの研究者として、学
生時代に“面白そう”という直感で選ん
だ「磁性材料」を研究しています。特に、
磁石から出てくる磁力の強さを計る「磁気
センサ」向けの材料開発に挑んでいます。
水口 私は、首都大学東京で「超伝導物
質」の研究室を運営しています。いまだに
世界に存在しない「室温超伝導体」をつく
り出すという夢を追って、物質探索を続け
ています。
山下 私は、ソニーで半導体デバイス用材
料の原子構造を電子顕微鏡で観察、評価
しています。実は連係大学院に進学する
前、いったんは就職して電子顕微鏡を使っ
た受託分析の仕事をしていました。その
中で電子顕微鏡の知識が足りないと感じ、
最先端の機器類がそろっていて計測手法
の開発でも多くの成果を出しているNIMS

で学ぶことに決めました。みなさんはどうし
てここを選んだのでしょうか。
中谷 私は大学に入ったころから、博士課
程まで進もうと決めていました。どこの大
学院に行くのがいいか考えていたときに、
宝野和博先生の特別講義を聞いて“最高
の研究設備を使い、世界中から集まった
研究者が最先端の研究をしているNIMS”
という研究所があることを知りました。これ
が私にとって一期一会になりました。
水口 私は中谷君と違って、修士課程を
終えたら就職するつもりでした。ところが、
最後だと思って参加した学会で同年代の学
生が発表する姿が格好良くて、研究を続け
たくなったのです。博士課程に進むなら超
伝導を、と研究室を探していたとき、人づ
てにNIMSが学生を受け入れていると聞い
て調べてみたら、なんと次の日が学生募集
説明会で。そこで高野義彦先生と出会い、
“室温超伝導の夢”で意気投合したんで
す。これは運命だなと（笑）。

よく学びよく遊ぶ！ 充実した生活

中谷 水口君と私は同級生ですが、水口
君はよく、実験試料を合成するのに使う石
英管を持って、廊下を楽しそうに歩いてい
ましたね（笑）。
水口 毎日、夢中で試料をつくっていまし
たからね。試料合成用の電気炉を止めたく
なくて、休日遊びに行く前にも試料を仕掛
けていました。実は、NIMS連係大学院に
進学を決めた年の1月に、日本人によって
「鉄系超伝導体」が発見されました。この
ノーベル賞級の発見で、当時、超伝導の
世界は“この研究をやらなかったら損をす
る”という雰囲気だったのです。
山下 私は、前職がかなり忙しくて勉強し
たくてもできなかったので、勉強できるだけ
でうれしかったですね。また、研究環境は
非常に恵まれていて、最先端の装置が豊
富にありました。それに指導教官の木本浩
司先生が撮る顕微鏡像は美しくて、自分も

卒業生座談会

山下俊介
Shunsuke Yamashita

ソニー株式会社 
R&Dセンター 基盤技術研究開発第2部門

2013年10月、NIMS‒九大連係大学院の
博士課程に入学。木本研究室で電子顕微
鏡による計測手法を研究。2016年9月卒
業。同研究室にて1年半のポスドクを経て、
2018年 6月より、ソニー株式会社で半導
体デバイス用材料の構造解析に携わる。

水口佳一
Yoshikazu Mizuguchi

首都大学東京 超伝導物質研究室 
准教授

2008年 4月、NIMS ‒ 筑大連係大学院
の博士課程に入学。高野研究室にて超伝
導材料を研究。2010年 7月卒業。同研
究室にポスドクとして半年間在籍後、首都
大学東京へ。2017年より、同大学にて
超伝導物質研究室を運営。

中谷友也
Tomoya Nakatani 

NIMS 磁性・スピントロニクス材料研究拠点 
主任研究員

2006年 4月、NIMS ‒ 筑大連係大学院
の修士課程に入学。以来、修士・博士課
程の計 5年間、宝野研究室にて磁性材料
を研究。2011年 3月卒業。同研究室に
約1年ポスドクとして在籍後、渡米しハード
ディスクメーカーに勤務。2016年 1月より
NIMS。






